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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　10月8日の臨時総会
で会長に選任されまし
た。

　私は「不易流行」をモットーに、先人たちが残
された「みらいふる鎌倉」の61年間の歴史の上
に、新たな老人クラブへの課題に取り組みます。
1.「健康・友愛・奉仕」の活動継続
　世界に類を見ない高齢化社会で、会員が自
主的に活動できる場を提供していきます。
　ボランティア活動・運動健康推進・文化教
養講座などに努め、いきいきと楽しく暮らせる
鎌倉老人クラブライフを目指します。
2.「地域共生社会」の構築活動
　鎌倉市・鎌倉市社会福祉協議会・鎌倉市自
治町内会連合会と連携して「みらいふる鎌倉」

未加入老人クラブの加入を促進し、また誰もが
参加できる多世代活動を推進します。
　「子どもからお年寄りまで、全ての市民がお
互いを尊重し、手を繋ぎあえる鎌倉」を私たち
高齢者が実現できるように活動します。
3.「広報」の強化
　「みらいふる鎌倉」の名称と活動内容を広く
鎌倉市民の皆様に知って頂くため、広報活動
の強化に努めます。
　年2回発行の広報誌を活用し、また本年4月
ホームページをリニューアルしましたので、よ
り活発な広報活動を進めます。
　今後これらをもって活動の輪を広げていきた
いと考えています。皆様のご助言と、ご支援・
ご協力をお願い申しあげます。

みらいふる鎌倉での主な役職歴、携わった事業
・令和3年5月～令和6年4月	 　総務部副部長
・令和6年5月～令和7年4月	 　副会長・事務局長兼務	
・令和7年5月～令和7年10月	　会長代行・事務局長兼務
・令和4年	 ㈱イトメンによる老人クラブ還元金制度導入
・令和5年3月	 居場所づくりとして「鎌倉ボッチャカフェ」導入
・令和7年	 中元期より、㈱鎌倉ハムの自宅用商材販売斡旋制度導入

光明寺は材木座海岸の近くにあり、山号は天照山。鎌倉幕府四代執権 北条経時が1243年に
開山したと伝わる浄土宗大本山です。原田寛氏が数年前にこれを撮影した12月２日は、まさにこの「みらいふる105号」
が会員の皆様のお手許に届き始めた時期で、すぐに光明寺に足を運べば同じ風景に出会えるかもです。裏山からの大
銀杏の黄葉の彼方に広がる相模湾と、伊豆・箱根連山の上の青空に姿を見せる富士山のコントラストは見事です。

編集後記中の「20年前の創立40周年目」を「40年前の20周年目」にお詫びして訂正します。（編集長）

表紙写真説明

会長　萩原　小夜会長就任挨拶

104号記事訂正
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

地区 単位クラブ名 会長名 電話番号

深

沢

24 手広喜楽会 石井　和行 0467-32-2640

25 笛田東芝珀櫻会 薄永　礼子 0467-31-5519

26 寺分楓会 早川　鉄郎 0467-47-3783

27 大平山丸山白扇会 毛利　良男 0467-45-2575

28 山崎第一あかね会 林　　幸子 0467-43-4033

29 琵琶苑シニアクラブ「プラチナα」 〇佐々木紀一 0467-31-6172

30 深沢Boys＆Girlsクラブ 徳増　明美 0467-32-5039

31 ブルースカイ 石井嬉未世 0467-31-8074

32 常盤きらく会 青木　一夫 0467-31-2720

大

船

第

一

33 岩瀬第一春秋会 宗田　正和 080-6622-3394

34 岩瀬第二春秋会 山﨑　廣義 090-4244-4198

35 岩瀬第三春秋会 桜井洋二郎 0467-47-0020

36 岩瀬・平島春秋会 〇岩田　勝夫 0467-48-3531

37 いずみ会 木戸　國夫 0467-46-5256

大

船

第

二

38 小袋谷第一亀甲会 佐々木正勝 0467-46-6644

39 小袋谷第二亀甲会 〇赤井　慶子 0467-45-0437

40 戸ヶ崎第一白寿会 高橋　和子 0467-46-7223

41 富士見町長寿会 平井　雅明 090-7000-3549

42 いちば陽輝会 岡田　　修 0467-45-5436

玉

縄

43 岡本高砂会 吉田　愛一 0467-44-7894

44 鎌倉ロジュマン親和会 〇金正　芳雄 －

45 城廻寿会 青木　昭美 －

令和７年度「みらいふる鎌倉」加盟老人クラブ会長名簿（◯印は地区長）
（令和７年10月1日現在）

地区 単位クラブ名 会長名 電話番号

鎌

倉

第

一

1 十二所第一ちとせ会 大木　利德 0467-22-7966

2 十二所第二ちとせ会 金井　勝政 0467-24-1166

3 浄明寺長寿会 荒井　　正 090-9372-4700

4 末広シルバークラブ 伊藤　卓爾 0467-24-6350

5 中央和光会 〇武井　正雄 0467-23-1359

鎌

倉

第

二

6 極楽寺山百合会 長雄　寿子 0467-22-4151

7 極楽寺橘会 沼上　春美 0467-22-4169

8 七里ガ浜さつき会 〇郡司　順子 0467-31-8556

9 七里ガ浜ふよう会 五十嵐昭次 0467-31-5955

10 七里ガ浜さくら会 山下すみ子 0467-32-1325

11 坂ノ下なぎさ会 山本美枝子 0467-22-8858

鎌

倉

第

三

12 大町八雲会 小原　英雄 0467-24-1969

13 大町米町クラブ 井口　幸子 090-9207-2210

14 大町黄金会 井上　裕二 0467-40-5216

15 名越きらく会 織田　信秀 0467-24-0820

16 名越楽寶会 〇大窪　瑞麿 0467-25-5950

腰

越

17 腰越第一たのしみ会 筒井　節子 －

18 中原クラブ 椎野　幸一 0467-31-3356

19 腰越第三たのしみ会 清水　俊光 0467-32-4078

20 腰越第四たのしみ会 磯田眞智子 －

21 腰越・津いきいきクラブ 木下　雪江 0467-31-7361

22 西鎌倉福寿会 森崎　勝喜 0467-31-3349

23 西鎌倉山親寿会 〇池田　隆明 0467-31-5160

三役職務分担表
役職名 氏名 主たる職務
会　長 萩原　小夜 事務局長兼務、業務全般、部会統括

副会長 池田　隆明 地区統括、行政・市社協対応

副会長 森崎　勝喜 総務企画部・会計部対応

副会長 秋山　　勝 事業会社・他市町老連対応

（注）この名簿は当会の広報目的、及び上表クラブへの入会希望者へのご参考に供するもの
です。電話番号掲載に同意いただけなかった方は省略してあります。
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

「鎌倉能舞台講座」開催
　市内長谷の静かな谷戸に昭和
43年の開館以来、５7年間の歴史
を刻んできた金春流の「鎌倉能舞
台」。これまで広報誌の発行を主な

事業としてきた教養部は、令和７年
４月に「広報教養部」に生まれ変
わりました。その初仕事としてぜひ
この能舞台で講座を開きたいと、
運営団体「公益財団法人鎌倉能舞
台」の代表理事で、前鎌倉市長の
石渡徳一氏のお力添えをいただき、
５月29日㈭午前「みらいふる鎌倉」
会員対象の「鎌倉能舞台講座」開
催にチャレンジしました。
　果たして来場者が集まるのか？と
少々心配しながらの開催でしたが、
蓋を開けると定員115名の観客席
が満員という、予想以上の大盛況に
部員一同まずは安堵！石渡氏の
ご挨拶後の同法人業務理事で
金春流仕手の中森貫太先生の
お話は、能の歴史・内容はもち
ろん衣装やお面（おもて）、髪被
り、扇などの道具類についてま
で、時間を忘れるほどの極めて
丁寧で興味深いものでした。

　休憩後、若手弟子の石井寛人氏
の「屋島」、ご子息中森健之介氏
の「羽衣」、そして中森貫太先生の
「猩々」の能の名曲３番の、朗々と
響く謡いに合わせての重厚な仕舞
には、時が遡ったような想いに誘わ
れました。観客席の拍手が鳴り止ま
ない講座となりました。
　来場者の皆様から、「ぜひ２回目
を！」という多くの声をいただき、
広報教養部員一同大感激で、「鎌
倉能舞台」を後にした“幸せの一
日”でした。

（広報教養部長　石井英明）
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

第４回「元気鎌倉教養講座」開催
　10月３日㈮午後、鎌倉生涯学習
センター「きらら鎌倉」ホールに、
今回も満員に近い参加者をお迎え
して、「みらいふる鎌倉」と鎌倉市
社会福祉協議会共催、鎌倉市後援
による第４回「元気鎌倉教養講座」
を開催しました。
　まず開会式では石井英明実行委
員長（みらいふる鎌倉広報教養部
長）の開会の辞、萩原小夜「みらい
ふる鎌倉」会長の挨拶に続き、公
務ご多用中の松尾崇鎌倉市長から
直々にお祝辞を頂きました。
　第一部の講演は、市内在住の写
真家の第一人者で、広報誌「みらい
ふる」の表紙写真を提供くださって
いる原田寛先生による「鎌倉・秋
冬の花 名所から穴場まで」のお話。

前日に撮影されたものも含めて大
スクリーンに映し出される45点の
様々な作品の撮影時期・場所・状
況や、撮影意図のつぶさな解説は、
これから訪れてみる方や写真を撮
影に行かれる方には新しい発見に
なりました。ホールのホワイエには
先生の表紙写真６枚の拡大コピー
も展示してご紹介しました。
　第二部は恒例の鎌倉交響楽団有
志メンバー「鎌倉チェンバーアンサ

ンブル」による、バッハの名曲２曲
とアンコールに会場から万雷の拍
手。江口達也副実行委員長の閉会
の辞で幕を閉じ、大勢の方からお
褒めと感謝の言葉を頂き、実行委
員一同感激の一日でした。
　なお当日受付に置いた赤い羽根
募金箱には、皆様からの13,256円
のご芳志が集まりました。

（広報教養部長　石井英明）
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　令和７年９月４日㈭、
腰越地区６クラブ、深沢
地区５クラブ、鎌倉第二
地区１クラブの総勢46
名（女性41名、男性５
名）で秋のバス旅行を
楽しんできました。
　圏央道を経て埼玉県
坂戸市にある、５千頭の竜が昇る道教の宮、聖

せいてんきゅう

天宮を参拝。日
本では珍しいといわれる場所を見学できました。続いては当
日のメインイベント、川越市の小江戸川越 蔵造りの街並みと

菓子屋横丁の散策
です。多くの会員が
川越名物として代表
的なサツマイモ菓子

「いも恋」をお土産と
して購入。昼食は飯
能市にある清河園・

蜻蛉亭で会席ランチ。普通
の観光バスルートでは行け
ない穴場を開拓していただ
いた新中央ツーリストの上坂さんのおかげで、美味でボリュー
ムたっぷりのランチが楽しめ、会員の皆さんは大満足でした。
　帰りは広大な敷地の中に設けられたミートショップや野
菜・果物の専売所がある「サイボクハム」で最後の買い物を
終えた後、一路鎌倉へ。途中渋滞もなく、予定通り17時過ぎ
に無事帰着しました。
　今回の「みらいふる鎌倉」秋の日帰りバス旅行は、猛暑が残
る９月２日㈫の第１陣に続き、第２陣の９月４日は台風の影響
での雨も覚悟しましたが、途中多少の降雨に遭いましたが、
川越市内観光以降はほとんど雨に遭わず、ラッキーなツアー
でした。翌９月５日㈮の第３陣は台風15号の襲来が予想され
ましたので急遽「中止」という苦渋の決断をしました。当日は
予報通り大荒れの雨台風。残念でしたが、「中止」という判断
は的確だったと思いました。

（「みらいふる鎌倉」副会長　池田隆明）

川越方面秋の日帰りバス旅行

　10月4日㈯「みらいふる鎌倉」が主催、㈱ニチリョ
クの協賛によるボッチャの8地区対抗大会が鎌倉福
祉センターで開催されました。各地区の代表が集い、
白熱した戦いが進むにつれ、会場は歓声に包まれ、

ボール一投ごとに緊張が走りました。
　第１，２面に分かれての予選リーグ戦では接戦が続き、勝敗

の行方は最後まで
分からない展開とな
りましたが、時には
ミスに笑い合い、時
には見事な一投に
感嘆の声が上がる
など、和気あいあい
とした雰囲気が終
始続きました。決勝

戦では、鎌倉第三地区が見事な投球を
連発し、堂々の優勝を飾りました。惜しくも二位となった深沢
地区、三位決定戦を制した腰越地区とも素晴らしいプレーで
見ごたえのある試合を展開しました。
　熱戦の2時間は勝敗を越えた笑顔に満ち、参加者同士の絆
を深める素晴らしい時間となりました。「次回こそ優勝を！」
と声を上げる姿も見られ、ボッチャを通じ地域の一体感に満ち
た一日となりました。
　大会を盛り上げたのは、各地区
代表３名の頑張りに加え、応援の
方々、いつものカフェを担当いただ
いた地域社会交流部の女性陣、と全
員のお陰です。ありがとうございま
した。

（総務企画部長　杉本伸太郎）

ニチリョク杯８地区対抗ボッチャ大会
ボッチャ珍写真ボッチャ珍写真

総
務
企
画
部
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　令和７年８月22日㈮正午から、横浜市の栄公会堂で栄区シニアクラブ連合会と「みらいふ
る鎌倉」との、第14回合同カラオケ大会が開催されました。栄区シニアクラブ連合会湯瀬会長、

「みらいふる鎌倉」萩原会長代行の挨拶のあと、両クラブののど自慢が日頃の練習の成果を披露。演
歌、シャンソン、洋楽、男性２人組による掛け合いなど、幅広い選曲でたくさんの観客を魅了しました。
出演者は何と41名。皆さん歌のうまさだけではなく、趣向を凝らした衣装も魅力的でした。

　カラオケが日本文化として根付いて約半世
紀。最近では点数が自動的に表示される機材
もあるようですが、当日の参加者はどなたも心
の奥から歌い込み、大きな感動を与えたのは
間違いありません。全員100点!!
　客席も最初は静かだったものの、会が進むに
つれてお目当ての方への声援、ペンライトや手
作りのうちわ等での応援と、舞台と一体となっ
た盛り上がりを見せ、楽しい会となりました。
　素晴らしい会を支えてくれた厚生部の皆さ
ん、お疲れ様でした。　 （厚生部長　長雄寿子）

みらいふる鎌倉・横浜市栄区シニア連
合同カラオケ大会

厚

生

部

　令和７年５月23日㈮、笛田公園 多目的広場で標記
のグラウンドゴルフ大会を開催しました。当日は天気

が心配されましたが、幸い薄曇りで風も無く絶好のグラウン
ドゴルフ日和となり、広場いっぱいに熱戦が繰り広げられま
した。
　当日の参加者は男性が25名、女性が37名の合計62名。
昨年より少ない参加者でしたが、皆さん和やかに楽しくプ

レーされていました。成績は下記の通りです。
　今年は株式会社ウィズ・アスが特別賞として、男性の部・
女性の部各１～３位まで賞品を提供してくださいました。　　　　
　今後の大会は、10月27日㈪に横三ブロック大会を横須賀
リーフスタジアムで、11月７日㈮に横浜市栄区シニアクラブ
連合会との親善大会を笛田公園で予定しています。

（健康推進部長　金井勝政）

　男性の部　優　勝　平井　勝さん（一般）
　　　　　　第２位　根本幸夫さん（十

じ ゅ う に そ

二所ちとせ会）
　　　　　　第３位　西山　弘さん（一般）
　女性の部　優　勝　南部定子さん（城廻寿会）
　　　　　　第２位　石川光江さん（城廻寿会）
　　　　　　第３位　森　紀子さん（城廻寿会）

鎌倉市長杯争奪
第２８回「みらいふる鎌倉」グラウンドゴルフ大会

健
康
推
進
部
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　６月２５日㈬午前７時、あいにくの梅雨空の中、『山
形さくらんぼ狩りと「かみのやま温泉」一泊バス旅行』
へ出発。山形まで約430kmの長旅で、参加者は男性
７名、女性２９名の計３６名。「お菓子の城 那須ハート
ランド」でわっぱ飯の昼食後、一路「かみのやま温泉」

の「ホテル古窯」へ。蔵王連峰を一望する緑豊かな高台に佇
む和風宿は、日本のホテル百選に40年以上連続でトップ10

入りしている名宿です。　　
　宿名物の「美人の湯」
で少し美人になり（？）
夕食へ。米沢牛のすき
焼きやお刺身などの豪
華メニューのあとは、本
年１月の賀詞交歓会に

来られた鶴岡市
議会議員で、「日
本 の 歌 を 歌 う
会」田中宏会長

の指導で小学校唱歌など
懐かしい歌を大合唱。大ト
リは山形県民謡の「花笠
音頭」。宿のスタッフさん
の手を借りて、花笠を手に

「やっしょう！　まかしょう！」と盆踊り大会です。
　翌日はさくらんぼ狩り。真っ赤に実ったさくらんぼを次から
次へと頬ばります。朝食直後なのに、さくらんぼは別腹です。
そして、旅は米沢市の上杉神社への参拝で締めくくり。戦国
武将として名高い上杉謙信公を祭神とする東北有数の神社
です。
　雨続きの２日間でしたが、長時間のバス旅行で参加者の親
睦はより深まりました。 

（地域社会交流部副部長　林　幸子）

山形さくらんぼ狩りと
「かみのやま温泉」一泊旅行

地
域
社
会
交
流
部

　10月18日㈯、秋晴れの坂ノ下海岸で「第12回多世代交
流in坂ノ下」が開催され、約300名が参加しました。開始に
先立ち、前川あやこ市議の司会で萩原小夜みらいふる鎌倉
会長、湘南漁協木村和俊鎌倉支所長、松尾崇鎌倉市長がご挨
拶。交流が開始されると会場では子ども向けゲームや海藻展
示など多彩な催しが行われ、笑い声が溢れました。合間には
子どもたちは大人と共に海岸清掃にも参加しました。
　10時半には漁連の協力で参加者も一緒に網を引き上げ、
イカやアジなど多くの魚に歓声が上がりました。その後の漁

師さんによる「お魚の勉強会」では、子どもたちが生きた魚に
触れ、熱心に耳を傾けました。最後は参加者それぞれが捕れ
た魚を持ち帰り、交流は笑顔で締めくくられました。
　世代を超えた触れ合いを通じて、子どもたちの健やかな成
長を支え、地域社会の絆を深める貴重な機会となりました。
　今日参加頂いたすべての関係者にお礼を申し上げます。

（地域社会交流部長　毛利良雄）

多世代交流in坂ノ下
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　
　地区活動のひとつに、高齢者の健康促進、交流の場
の提供などを目的とした、“さわやか「水曜」体操クラブ”が
あります。平成26年(2014年)、大町地区社協の活動の
一環として始まった「いきいき体操」を引き継ぎ、現在11
年目を迎えています。この体操クラブは、大町地区の老人
クラブ員が主体ですが、現在の会員数は20名余りです。
体操の内容は基本的な体操、エクササイズ的な体力アッ

プ運動、ヨガ的な動
き、ダンスステップ、転
倒予防運動など、楽し
みの要素も加えて、お
二人の先生の指導の
もと毎週水曜日に大
町会館で実施しています。
　このクラブでは体操のほかクリスマス・リース作り、有
志によるウォーキング、各種催し物の見学、お茶懇話会な
ど、楽しみ会を含め幅広い活動も行っています。今年度か
らはボッチャも楽しんでいます。
　高齢化の推移とともに、なお一層の健康維持、認知症
予防のための健康管理や交流の場を提供する、我がクラ
ブのような活動が求められています。こういった要望に応
えるためにも、活動を続けたいと思います。

（さわやか「水曜」体操クラブ　代表　清田安孝）

　鎌倉第一地区はもともと十
じ ゅ う に そ

二所から雪ノ下を含む由比ガ浜までの、大変広いエリアの地区会ですが、昨年は二階堂
白寿会と雪ノ下寿会の解散があり、残念ながら７クラブから５クラブになりました。
　上記の通り、地理的な問題からなかなか一体的な運営が
難しく、各クラブの単独活動が中心にならざるを得ませんが、
目玉の春秋のバス旅行のほか、ボッチャや終活事業を実施し
ています。
　人材には恵まれていますので、今後も楽しく意義のある活
動の企画と実施に努めたいと考えています。

（地区長　武井正雄）

鎌 倉 第 一 地 区鎌 倉 第 一 地 区

鎌倉第三地区鎌倉第三地区
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

名越きらく会
　「名越きらく会」は昭和50年
(1975年)４月に発足し、今年
で50周年を迎えました。毎年
５月に総会、10月に会員の皆

様の誕生会、年が改まると１月に新年会のほか、年３回
の例会と毎月１回の地域の清掃活動を行っています。
　令和７年５月29日㈭、「名越やすらぎセンター」で会
員19名が出席して総会が開催されました。住田副会長
の開会の挨拶に続き、令和６年度の活動報告と会計報

告、令和７年度の活動予
定の説明後、新会長に選
ばれた私が会長就任挨
拶と今後の活動方針を述
べました。
　総会閉会後は出席者
の皆様の近況報告に続き、ビンゴゲームでワイワイガヤ
ガヤと楽しい時間を過ごしました。賞品は夕飯のおかず
になるもので、お弁当やお菓子と一緒に持ち帰り、自宅
で美味しくいただきました。 　　　   （会長　織田信秀）

鎌倉
第三地区

　中央和光
会 は 、 由 比
ガ 浜 大 通 り
の六地蔵か

ら笹目停留所までの周辺エリアの老
人クラブです。現在の会員数は男性
13名、女性16名の計29名。ピーク時は
38名いたそうです。
　中央和光会は、由比ガ浜中央自治
会や由比ガ浜中央商業協同組合と共
に、地域活動を担う団体として活動し

ています。年２回の地域内のレ
ストランでの懇親食事会、「敬老
の日」の会員へのお赤飯配布、
また社会貢献活動の一環とし
て、青年部が管理している和田
塚の清掃をご近所の方のご協
力をいただいて、毎月２回実施
しています。
　会員の他界や高齢化で厳し
い状況にはありますが、仲良く地
道にコミュニケーションに努め
て、これからも活動していきたい
と思います。 （会長　武井正雄）

中央和光会

「みらいふる鎌倉」は８地区・45クラブから成り、それぞれの地区に見合った活動をしています。

鎌倉
第一地区
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

極楽寺山百合会
～極楽寺サロン～
　極楽寺山百合会では５～６
年前より、極楽寺公会堂で毎
月第４水曜日に極楽寺橘会

と共同で、「極楽寺サロン」を開催しています。毎年２月
に４月～９月までの、８月に10月～翌年３月までの行事
を決め、ポスターを各クラブに配布し、自治会の回覧・
掲示板・ホームページにも掲載しています。
　「極楽寺サロン」は極楽寺山百合会が企画し、自治会
との共催で経費の支援をいただき、鎌倉第二地区の行

事としても門戸を
開いています。サロ
ンは地域全体の憩
い の 場 で も あ り 、
災害時に備えての

連携の場でもあります。行事終了後はHPに記事と写真
を載せPRしていますが、午前はおしゃべり、午後は行事
の２本立てで、今年度の行事は次の通りです。
・４ 月 2 3 日：身体を伸ばそう
・５ 月 2 8 日：折り紙でブーケを作ろう！
・６ 月 2 5 日：介護保険について
・７ 月 2 3 日：介護認定について。手順と賢い利用法
・８ 月 2 7 日：フレイル予防と測定
・９ 月 2 4 日：ウクレレ演奏
・10月22日：自律訓練法ってなに？
・11月26日：押絵 来年干支「午」
・12月24日：100年カード・みんなで楽しくカードゲーム
・１ 月 2 8 日：ヘルマンハープ新春のつどい
・２ 月 2 5 日：フレイル予防 高齢者の食事と健康
・３ 月 2 5 日：ペットボトルキャップなどを使って人形作り

【マスクしてきてね、熱のある人来ないでね ！】
（会長　長雄寿子）

　昭和41年(1966年)に七里
ガ浜の小高い丘に分譲が開
始、現在は約1,700世帯に約

4,700人が住む街で、昭和43年に自治会、46年に「老
人クラブさつき会」が結成されました。昭和55年に会員
数が170名になり、「さくら会・さつき会・ふよう会」の３会
に分割し、合同体として「七里ガ浜ゆめクラブ」と称し、
平成19年に「みらいふる七里ガ浜 さくら会・さつき会・
ふよう会」と名称変更しました。
　会員数は令和６年には94名に減りましたが、独自の
バス旅行 ・ 音楽会や自治会との共催事業を積極的に

推進し、令和７年には106名と徐々に回復していま
す。自治会主催の桜まつり ・ 夏祭り ・ 文化祭 ・ 新年
会などに参加し、桜まつり・夏祭りではお赤飯・お団

子 ・ クッキーなどを出店、文化祭では会員の作品を出
展しています。毎週開催の高齢者の集い「かもめサロ
ン」に参加するなど、自治会行事にも協力しています。
令和７年度上期の主な活動を下記に記載します。
４月：行政書士による「遺言書の書き方」の講座
５月：４月～９月が誕生日の会員に紅白饅頭を、
　　 喜寿・米寿の会員には特別なお祝いをお届け
６月：「平塚・花菜ガーデン、大磯・旧吉田茂邸」への

バス旅行と音楽療法士による「ピアノと歌を楽しむ会」
７月：ウクレレと歌・フラダンスの会
　　 （「かもめサロン」主催事業）

８月：自治会主催の
　　 「夏祭り」参加
（さくら会会長　山下すみ子、
 さつき会会長　郡司順子、
 ふよう会会長　五十嵐昭次）

みらいふる七里ガ浜
さくら会・さつき会・ふよう会

鎌倉
第ニ地区

鎌倉
第二地区

ピアノと歌を楽しむピアノと歌を楽しむ 花菜ガーデン（バラ園）花菜ガーデン（バラ園）
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　似顔絵を始めたきっかけは、定年退職後も好きな絵を描いて楽しも
うと思っていた矢先、玉縄学習センターで、「似顔絵講座」が開かれて

いることを知り、即受講したことでした。ボードに貼られた人気俳優の写真を見て似顔絵
を描けと言われ、初描き作品を提出したところ、プロの似顔絵の先生から、「初めてなの

に、ウマイ!!」と褒めら
れ、講座終了後に、「似顔絵クラブを作って、これからも
続けてください」とジョークを言われたのをまともに受
けて、「かまくら似顔絵倶楽部」を作りました。

	 　今年で26年目。仲間と一緒に、赤ちゃんから後期高齢
者まで1万9,000人以上の似顔絵を描いてきました。似
顔絵の基本は子どもは可愛く、女性は美しく、男性は品
格をもって描くことです。

	 　目標は、楽しい人生を過ごすには、「笑いと味のある
似顔絵を描き、人と人との輪を広げ、社会に貢献するこ
と」です。

　「旨い！」と感じる物が年々、少なくなっていく。贅沢な料
理を満喫しながら食に対する感動を失い、「私の美味しい
物リスト」から、食材や料理がひとつずつ消えていく。私は
戦後の混乱期に生まれた。日本全体が貧しく、食糧事情も
悪かった。幼かった私の一番の好物はバナナだった。輸入
品のバナナは当時とても高価で、特別な日か病気の時にし
か食べさせてもらえなかった。冬、八百屋の店先には路地
物の大根、里芋、白菜が並ぶ。果物はミカンだけ。そんな店
の奥の上席の棚に、温室育ちの高級なきゅうりやトマトと
一緒に鎮座するバナナの房を憧れの眼差しで見つめてい
た。だが、いつの間にかバナナはもちろん、野菜も果物も四
季を忘れ、その輝きを失ってしまった。

　歳とともに失った「旨い物」
は多いが、かつて嫌いだった
物のなかに、その「美味しさ」に
改めて気づいた物もある。レン
コンである。レンコンの形状は
ユニークだが、味に自己主張はない。料理次第、腕前次第
だが身上はやはり歯ごたえ、食感にある。まず、きんぴらで
歯応えを楽しむ。炊き立てのご飯にピリッと辛味を利かせ
たきんぴらをシャキシャキ食べ始めると、私の食欲は止ま
らなくなる。レンコンの食感はシャキシャキ感だけではな
い。煮物や天ぷらにした時のホクホク感も、またいい。幼い
日の秋祭り。祭りに集まるお客さんや家族のために母は毎
年、大皿いっぱいのお煮しめを作った。椎茸、ごぼう、人参、
こんにゃくと一緒に大きな輪切りのレンコンも盛り付けて
あった。しかし偏食だった私は、そのお煮しめを食べた記
憶がない。いま、私が心から食べたいと思う物は、母が作っ
た茶色くしっかり煮しめた秋祭りの夜のレンコンである。

私の美味しい物

大好きな仕事

山崎第一あかね会　鈴木美恵子

かまくら似顔絵倶楽部会長（岡本高砂会会員）
青木ゆきお
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　私は、昭和１９年１１月に
鎌倉市十

じ ゅ う に そ

二所で生まれ育
ち、３８年４月に日本体育

大学にお世話になった。家庭の事情で大学進学は諦
めていたが、日体大から誘われていることを父親に話し
たら、「お前が大学で走りたいなら学費は何とかする」
と言って田畑を売り、学費に充ててくれた。
　日体大は予想通り全国から一流選手の集まりで、私
は２軍スタートで毎日きつい練習に明け暮れた。月間
練習走破距離は600km～800kmで、部員は長距離
ブロックだけでも120名以上。しかし、「くじけるものか。
箱根駅伝を走ってオヤジ・オフクロを喜ばせるぞ！」と
心に誓い、日々の練習に励んだ。
　１年生では、一次エントリー16名に入ったが、私と３
年生の先輩が落とされ二次の14名には残れなかっ
た。その先輩は、一度も箱根駅伝を走ることなく卒業し
ていった。
　２年生は東京オリンピックの年。夢が叶い８区（平塚
～戸塚間）を走った。大会当日まですごいプレッシャー
を感じていたが、無事に襷を渡し責任を果たした後は
大きな喜びが込み上げ、責任・期待・母校の栄誉な

ど、箱根駅伝の「襷の重さ」をつくづくと感じた。８区後
半の遊行寺の上り坂はとてもきつかった。
　３年生では４区（平塚～小田原間）を走った。母校は
選手補強に成功し初優勝を狙ったが、エース級２名が
脚の故障と交通事故で戦力が下がり、総合３位という
残念な結果になった。しかし、東京教育大・中央大を
抜き総合４位に上がった私の力走を伝えるNHKラジオ
放送の録音を、走り終えた後で友人と食事をとりながら
聞いた時の感激は今でも思い出す。
　４年生の時も４区を走り区間３位を取った。４年間の
想いのこもった「襷」をしっかりと友に繋ぎ何とも言えな
い感情が込み上げ、「やり遂げた！」という満足感・達
成感が湧き上がった。充実した４年間を振り返ると、常
に応援してくれた人々の温かい心を忘れることはでき
ない。もうひとつは怪我もせず病気もしなかったことだ。
怪我や病気で夢が破れた多くの友や、先輩・後輩達
のことを思うと私は大変に幸運だった。
　４年間共に汗と涙を流した友との、卒業前のお別れ
の会で、鶴谷邦弘君は、「俺は４年間頑張って練習をし
てきたが、箱根は一度も走れなかった。しかし、俺はこれ
からが勝負だ。母校の高校の教師になり、駅伝で日本

～箱根駅伝出場記～
襷に想いを込めて！

十
じゅうにそ

二所ちとせ会会長　健康推進部長　金井勝政
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

一のチームを作り、箱根を走る多くの選手を世に送り
出す。見ていてくれ！」と力強く語った。その後、彼のそ
の言葉通り、兵庫県の報徳学園は何度も全国高校駅
伝を制覇し、箱根駅伝にも多くの選手を送り出した。

　年が改まり令和８年になると102回目を迎える箱根
駅伝、今や国民的行事といっても過言ではない。これほ
どまでの人気と盛り上がりはなぜだろう？一本の襷を通し
て助け合う、苦難に耐える、責任を果たす、「心を繋ぐ」な
ど、島国ならではの日本の風土が創り上げた日本人の
性格・文化に、「駅伝」が置き換えられるからだろうか？　
　さて、私は昭和４２年３月に日体大を卒業後、同年４
月に大和市立渋谷中学校に体育教師で着任。４９年
４月に鎌倉市立腰越中学校に転勤後、定年まで鎌倉
市内の中学校で教育に携わってきた。
　腰越中に着任後すぐ、「協力し合う！責任を果た
す！苦しさを乗り切る！」をキャッチフレーズに校内駅伝
を始めた。職員・保護者・地域の方々、それに何より
も生徒たちの協力・努力で、昨年５０回（５０年）を迎
え、県下の他の中学では例を見ない学校行事となって
おり、７０回、１００回と続くことを願っている。
　最後になるが、鎌倉で生まれ鎌倉で育った若者達
が、この10年間で４名も箱根駅伝を走っている。鎌倉
から箱根へ、そして今世界へ羽ばたこうとしている若者
達が、この鎌倉にも数多くいることをぜひとも知ってほ
しいと思う。
　私は今日までを振り返って、「我が人生に悔いなし！」
と強く思っている。
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私たちはみらいふる鎌倉の活動を応援しています

　萩原小夜会長が誕生して、当
会執行部の態勢が整いました。
当会の一層の発展を願って、み
んなで新会長を応援しましょう！
　金井勝政健康推進部長から、学
生時代の箱根駅伝出場という貴
重なご経験の寄稿と写真を提供
頂きました。原文は更に長文だっ
たので最初は２度に跨る掲載を考
えましたが、105号の発行が年明

けの箱根駅伝前月前なので、ご本人の了解
を頂き原文に修正を加え、またお預かりした
５葉の写真をすべて掲載して、14～15ペー
ジにまとめました。金井部長の若き日の熱
い情熱・ご努力を目に浮かべながら、是非
正月の箱根駅伝放映をお楽しみ下さい。

　㈱博報社様との連携による「みらいふ
る」発行も、会員の皆様のご協力のおかげ
で100号から６号目を迎えました。広報誌
づくりに興味のある方、特にこの種の仕事
に経験がお有りの方の参加を歓迎します。
ご連絡をお待ちします！
　皆様、どうぞ良いお年をお迎え下さい！
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